
日進市地域公共交通活性化協議会
（日進市）

令和７年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価
（及び地域公共交通計画の評価結果） 概要（全体）

中部様式

平成１９年６月１日 設置

令和４年４月１日 日進市地域公共交通計画策定
（計画期間：令和４年４月～令和１３年３月）

評価対象の地域公共交通確保維持事業
・地域間幹線系統確保維持国庫補助金
・地域内フィーダー系統確保維持国庫補助金
・地域公共交通調査等事業（利便増進計画推進事業）
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1.【Plan】協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

【日進市の概要】
人口：93,024人（令和4年4月1日時点）
鉄道：名古屋市営地下鉄鶴舞線鶴舞駅、

名古屋鉄道豊田線赤池駅、日進駅、米野木駅
が所在
市北部には愛知高速交通東部丘陵線が隣接

【計画策定の背景】
公共交通の果たすべき機能・役割について再整理を
行い、現状のバスサービスでの移動が困難となる高
齢者が多数となる超高齢社会の到来に備えるととも
に、本市の継続的な発展を支える重要な都市基盤の
一つである公共交通を維持・確保していくため

計画の基本方針
「みんなで支える公共交通環境が、

活力とにぎわいを生むまち」

目標1 市内外の拠点へアクセスし、都市としての
発展を支える交通を確保・維持します

目標2 にぎわいある中心交通拠点を整備し、多様な
交通が連携した乗継環境を創出します

目標3 子どもから高齢者まで、みんなが利用しやす
い地域に根ざした公共交通体系を構築します

図 地域公共交通の将来ネットワークイメージ



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組【１／４】 3

■取組の実施状況について協議会で報告した資料から抜粋しましょう

実施結果の考察実施結果取組の概要取組名称

令和6年4月の路線改正の結果、一部路線での
料金値上げや、路線見直しによるダイヤの修
正の影響で微減

前年度に比べて利用者が6.8％
減少（242,034人⇒225,597人）

コミュニティバスの
運行を継続

★くるりんばすの運
行（幹線・フィー
ダー補助受給系統）

令和6年4月の路線改正で出てきた課題に一部
対応することができた。（五色園線・岩崎線
の利便性）

令和7年10月より新路線にて運
行を開始できた。

道の駅の開駅に合わ
せた路線見直しを
行った。

★くるりんばすの路
線見直し準備（利便
増進計画の修正）

その他、バス車内、公共施設、病院、駅など
でも配布。問い合わせ件数の減少に寄与した
ものと考えている。

市内全戸約４万世帯に配布市内の公共交通を網
羅したガイドブック
を作成し、全戸配布

★公共交通ガイド、
路線図・時刻表の作
成・配布

高齢者の外出支援策として実施。これまでの
紙の無料パスと違い、一度運賃精算が行われ
るため、交通収支の改善に寄与。

令和6年10月より開始。
10,170回の利用があった。

交通系ICカードマナ
カとマイナンバー
カードを連携したポ
イント還元事業

にっしんシニアパス
７５事業の実施

路線改正の内容を伝えつつ、市の新規事業を
アピールしたりすることで、関心を集めるこ
とができた

市内13箇所で開催290人が参加市内各地で高齢者を
対象にした乗り方教
室を開催

地域での「バスの乗
り方教室」の開催

近隣５市町と共同で実施したことで幅広い地
域からの来場者があった（圏域内在住割合
68.7％ 圏域外在住割合 31.3％）

来場者数 約2,000人
アンケート結果：バスへの関心
が高まった割合 94.7％

車両展示、ワーク
ショップ、抽選会等

近隣自治体と構成す
る協議会によるバス
イベントの開催

一部地区では通年実施となったことから登録
者数、利用者数が増加。

前年度に比べて利用回数は大幅
に増加（540回→1,391回）

昼間帯の空きタク
シーを活用した少量
輸送を実施

一般タクシー活用事
業「くるりんタク
シー」の運行

名鉄バス日進中央線との並走区間において、
実質的な増便となり、サービス水準が向上し
たことによる相乗効果があったものとみてい
る。

前年度に比べて利用者数は増加
（5,061人→5,922人）

4条運行の直行運行の
スクールバスを途中
停車して混乗利用で
きるようにした

スクールバスの混乗
利用便の運行

令和6年3月より、ラッピングバスとして運行。
GTFS対応のため、外国人観光客にも利用され
ている実態がある。

前年度は10月より運行のため単
純比較できないが、増加傾向
（789人→2,523人）

赤池駅からリニモ公
園西駅までの直行便
を運行

ジブリパーク直行便
の運行



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組【２／４】 4

★くるりんばすの路線見直しに向けた準備と見直しの実施（～令和7年9月）

見直し内容

・梅森線、五色園線、岩崎線、循環線の路線を一部修正して、

道の駅マチテラス日進への乗り入れ、立ち寄りを実施

・昼間便の往復性の不足分を補うため、利用の乏しかった夕３

便の一部区間を短縮し、昼間便の利便性を確保

道の駅マチテラス日進
（R7.8.8開駅）



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組【３／４】 5

★バスマップ（公共交通ガイド）、路線図・時刻表の配布 （令和6年4月～）

A4版56頁 全戸配布
見開きで見やすい地図
系統別路線図とダイヤ表
公共交通を便利に使うための情報も掲載



2.【Do】目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組【４／４】 6

にっしんシニアパス７５事業の開始 （令和6年10月～）

※共創MaaS対象事業

マイナンバーカードと交通系ICカード
（マナカ）を連携することで、ポイント
利用履歴と住基情報を紐付けし、後日利
用状況に合わせてポイント還元を行う。

○狙い
・高齢者の利用促進、外出機会創出
・利用状況の可視化
・交通収支への影響の軽減

○成果
・半年間で、10,170回の利用
・付与ポイント総数：2,030,250

→高齢者の利用が増加



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察【１／３】 7

・計画目標（日進市地域公共交通計画Ｐ５１計画の目標より）

単位（人）

増減率
（2023/
2019）

評価年度
2023年度
（令和５）

2022年度
（令和４）

2021年度
（令和３）

2020年度
（令和２）

現況値
2019年度
（令和元）

指標

87.79%16,672,18815,530,57613,958,86112,650,02118,991,936日進市内の公共
交通利用者数

考察
・コロナ禍前の水準を目標として設定している。
・令和2年度では66.6％だったものが令和5年度では87.79％まで回復してきて
おり、引き続き利用者増加に向けた取り組みを続けていく。
・鉄道利用者、民間路線バス利用者に比較してコミュニティバスの利用者の回復
率は高くない（次ページ資料参照）。これはコミュニティバスの主たる利用者
である高齢者がコロナ禍の外出抑制の影響で出控えるようになったまま外出機
会が減っていることに起因していると考えられる。
また、路線改正による路線の複雑化により逸走が生じているものと考えられる。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察【２／３】 8

評価年度
2023（令和５）年度2020（令和２）年度

現況値
2019（令和元）年度指標

増減率構成比率利用者数※増減率構成比率利用者数※構成比率利用者数※

88.35%65.75%10,961,14966.46%65.18%8,244,79365.32%12,406,344赤池駅

鉄道 82.98%9.36%1,561,08374.83%11.13%1,407,6609.91%1,881,221日進駅

86.57%6.07%1,012,25271.26%6.59%833,1896.16%1,169,258米野木駅

76.45%4.30%716,44822.97%1.70%215,2614.93%937,123愛知学院線

名鉄バス

87.39%4.13%688,54069.33%4.32%546,2954.15%787,910岩藤線

90.53%0.80%133,10650.34%0.59%74,0140.77%147,026名商大線

99.42%7.27%1,211,38483.37%8.03%1,015,7946.42%1,218,476星ヶ丘･豊田線

102.23%0.74%123,66670.77%0.68%85,6100.64%120,964日進中央線

77.38%0.30%49,34067.79%0.34%43,2270.34%63,766赤池線

くるりんばす

83.90%0.14%23,03264.86%0.14%17,8060.14%27,453米野木線

93.57%0.18%29,70780.11%0.20%25,4340.17%31,750三本木線

76.18%0.20%33,44173.40%0.25%32,2230.23%43,899梅森線

84.26%0.36%60,75271.32%0.41%51,4230.38%72,097五色園線

78.32%0.14%23,52968.46%0.16%20,5680.16%30,042岩崎線

81.97%0.27%44,75967.25%0.29%36,7240.29%54,607循環線

・確認指標 路線単位の利用者数の結果

考察
・幹線系統の増減率は、日進中央線ではコロナ禍前を超えている。最も低い梅森線
ではコロナ禍後の回復がほとんど見られない。
・フィーダー系統では、全ての系統でコロナ禍後の回復が見られる。



3.【Check】計画の目標の達成状況とその理由についての考察【３／３】 9

考察
達成状況

指標
実績計画（目標）

令和6年4月の路線改正に
より逸走が生じているも
のと考えられる。
引き続き、周知や利用促
進に努める必要がある。

11,035人22,021人利用者数

くるりんばす梅森線

地域間幹線系統

3.6人4.4人輸送量

10.84％14.36％収支率

31,860人45,133人利用者数

くるりんばす五色園線 5.7人4.6人輸送量

15.08％15.45％収支率

51,175人67,891人利用者数くるりんばす赤池線

地域内フィーダー
系統

20,929人29,229人利用者数くるりんばす米野木線

26,539人33,804人利用者数くるりんばす三本木線

12,463人24,717人利用者数くるりんばす梅森線

21,080人31,627人利用者数くるりんばす五色園線

24,664人31,985人利用者数くるりんばす岩崎線

25,208人41,528人利用者数くるりんばす循環線

予定どおり実施ができた。
実績
6,744,100円

事業費
7,065,300円

総合公共交通ガイドの作成
公共交通マップの作成
ポケット版時刻表の作成
バス停留所時刻表の作成

利便増進推進事業

・地域公共交通確保維持改善事業費補助金における目標値と現況値



4.【Act】計画目標の達成に向けた今後の取組方針の作成 10

今後の取組方針計画目標の現在の到達点

くるりんばすを含めた公共交通の利用者を増加させる取組みが必要
・地元の団体と連携したＰＲ活動を今後も継続実施。
・市内出身有名声優による音声案内が好評、継続実施。
・GTFSやバスロケ等、利用者の利便性向上の取組を継続。
・大学との連携協定によるジブリパーク直行便を運行。今後も生活
路線としての利用と交流人口による利用の両面から利用を促進し
ていく。
・シニアパス７５を導入したことで高齢者の外出支援という目的に
は大きく貢献。今後も普及継続実施。
・一般タクシーを活用した「くるりんタクシー」により外出機会を
創出し、その他の交通モードの利用にも波及的な効果が発生。事
業効果を検証しつつ継続実施。
・近隣自治体と連携して利用促進事業を実施。

計画目標については、目標年度（Ｒ１３年度）には目標値を達成
する方針

利用者数は現状では未達
成であるが増加傾向が続
いている。ただし、高齢
者の移動需要が回復して
いない

地域間幹線系統について、
梅森線の輸送量、収支率、
五色園線の収支率が未達



5.直近2年間の二次評価の活用・対応状況 11

今後の対応方針
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

二次評価結果年度

令和7年度の事業において過去
の取組で得た知見を活かして
引き続き取り組んでいく。
特に令和7年度は道の駅マチテ
ラス日進の開駅に伴う路線の
見直しを予定しており、当該
見直しに合わせた周知に努め
ていく。

主な実施内容
・くるりんばすの路線見直し
・総合公共交通ガイドの作成
・公共交通マップの作成
・ポケット版時刻表の作成
・バス停留所時刻表の作成

令和6年度の取組が評価されて
おり、この内容を踏襲する形で
令和7年度以降の実施内容を決
めていく。

地域内フィーダー系統利便増進
事業（計画推進）
・令和５年２月に策定した日進市地
域公共交通利便増進実施計画に基づ
き、令和６年４月より「くるりんば
す」のコースやダイヤを改正し、乗
継割引や定期券の見直し等を行うな
ど、地域公共交通の利便性向上に取
り組んでいることを評価します。ま
た、利便増進推進事業として、公共
交通ガイドブック、くるりんばす
マップ、ポケット版時刻表等の作
成・配布をしたこと等、公共交通の
利用促進に努めていることを確認し
ました。
・公共交通の利用促進に向け、近隣
自治体や交通事業者と連携した広域
的なイベント「バスフェスティバ
ル」を実施したこと、これを継続的
に実施する予定であることを評価し
ます。
・「くるりんばす」車内案内に有名
声優を起用、自動運転やmanacaとマ
イナンバーカードの連携による運賃
補助等、公共交通の利用促進や利便
性向上に向けた取り組みを積極的に
実施していることを評価します。

前
回

※前回：令和７年３月２７日



6.計画・評価の推進体制 12

事業の計画

事業の実施
事業内容の評価

目標達成状況の
確認・評価

改善・反映

交通計画

下期 上期 下期 上期 下期

2027年度
（令和９年度）

2028年度
（令和10年度）

2029年度
（令和11年度）

2030年度
（令和12年度）

上期 下期 上期 下期 上期 下期

2026年度
（令和８年度）

上期 下期 上期 下期上期

2022年度
（令和４年度）

2023年度
（令和５年度）

2024年度
（令和６年度）

2025年度
（令和７年度）

上期 下期

毎年の

評価項目

地域公共交通

計画策定
中間見直し

次年度以降の実施事業

改善・反映

事業の実施

（利用促進等）

次年度実施事業の計画

実施した事業の

状況確認と評価
利用促進

中間見直し

協議等

利用促進

アンケート

乗降調査等

必要に応じて

部分見直し
次期公共交通計画

策定

利用促進

次期計画

協議等

利用促進

アンケート

乗降調査等

最終評価中間評価

表 計画スケジュール（計画期間）



6.計画・評価の推進体制 13

議題日時年度

【議題】
(1)地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について
(2)くるりんばすの路線見直しについて
(3)くるりんタクシーの通年実施に向けた協議について

令和7年1月7日(火)
9:30～令和6年度

【議題】
(1)日進市地域公共交通計画の計画目標・確認指標の評価について
(2)令和７年度日進市地域公共交通会議歳入歳出予算について
(3)くるりんばすの路線見直し案について

令和7年3月13日(木)
9:30～令和6年度

【議題】
(1)令和８年度地域間幹線・地域内フィーダー補助申請について
(2)令和６年度歳入歳出決算について
(3)日進市 地域公共交通計画の一部修正について

令和7年6月24日(火)
9:30～令和7年度

【議題】
(1)地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について
(2)令和８年度くるりんタクシー事業に向けた協議について

令和8年1月6日(火)
14:30～令和7年度

日進市地域公共交通会議開催状況



（別添１）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行
（航）区間、整備内容等を記載（陸
上交通に係る確保維持事業におい
て、車両減価償却費等及び公有民
営方式車両購入費に係る国庫補助
金の交付を受けている場合、離島
航路に係る確保維持事業において
離島航路構造改革補助（調査検討
の経費を除く。）を受けている場合
は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間において、前回の事業評価結果をど
のように生活交通確保維持改善計画に反映させた上で事業を実
施したかを記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり
実施されなかった場合には、理
由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記
載。目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記載。改善策は、事業者の取り組
みだけでなく、地域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果を生活交通確
保維持改善計画にどのように反映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記
載すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその旨記載

くるりんばす梅森線 B

■目標値達成状況（利用者数）（期間：令和6年10月～令和7年9月））
路線別：目標値22,021人－結果11,035人（達成率50.１％）
・輸送量（当該年度計画・当該年度実績・平均乗車密度・運行回数）
　計画　4.4人
　実績　3.6人　平均乗車密度0.9　運行回数4回
・収支率（当該年度計画・当該年度実績）
　計画　14.36％
　実績　10.84％
■分析
本路線は香久山や梅森台といった住宅地と赤池駅との接続による通勤・
通学での利用や、沿線の医療機関やMio香久山等の商業施設との接続に
よる通院、買い物等での利用など、地域の移動手段として重要な役割を
担っている路線である。
改正により、新たな住宅地の経由や朝夕便における赤池駅と住宅地の接
続性の強化、昼間帯における赤池駅ロータリーへの乗り入れ及び双方向
対応による利便性の向上を図り、内容について広報やHPでの周知、路線
図時刻表の全戸配布を実施した。しかし、改正に伴う平針駅近郊のバス
停の廃止による利用者の減少や、本路線の主な利用者である高齢者の
利用について、コロナ以降移動需要が回復していないことに加え、改正の
周知が不十分であること、改正により路線が複雑化し分かり辛くなったこと
から利用に繋がっていないと考えられ、目標未達成となった。

くるりんばす五色園線 B

■目標値達成状況（利用者数）（期間：令和6年10月～令和7年9月））
路線別：目標値45,133人－結果31,860人（達成率70.6％）
・輸送量（当該年度計画・当該年度実績・平均乗車密度・運行回数）
　計画　4.6人
　実績　5.7人　平均乗車密度1.8人　運行回数　3.2回
・収支率（当該年度計画・当該年度実績）
　計画　15.45％
　実績　15.08％
■分析
本路線は五色園や藤島といった住宅地と長久手古戦場駅との接続による
通勤・通学での利用や、長久手古戦場駅での乗継による通院やイオン等
での買い物利用など、地域の移動手段として重要な役割を担っている路
線である。
改正により、新たに米野木駅と住宅地の接続による利便性の向上を図り、
内容について広報やHPでの周知、路線図時刻表の全戸配布を実施した。
しかし、長久手古戦場駅と住宅地との往復性の低下や、本路線の主な利
用者である高齢者の利用について、コロナ以降移動需要が回復していな
いことに加え、改正の周知が不十分であること、改正により路線が複雑化
し分かり辛くなったことから利用に繋がっていないと考えられ、目標未達成
となった。

【課題】

①．高齢者の移動需要が回復していない。

②．複雑化した路線を利用者に分かりやすいよう周知する
ことが必要。

③．くるりんばすが地域内の細かな移動需要にまで対応し
ており、結果としてバスの路線・ダイヤが長くなり、運行頻度
の低下等利便性が損なわれている。他交通との役割分担
を行い、公共交通全体の利便性向上が必要。

④．くるりんばすを含めた公共交通の利用者を増加させる
取組みが必要。

⑤.新しく開駅した道の駅への移動ニーズを満たす必要が
ある。

【改善策（継続実施を含む）】
①-1．高齢者の利用を促進するため、manacaとマイナン
バーカードを活用したポイント還元による75歳以上くるりん
ばす実質無料化事業を継続的に実施する。

①-2．高齢者の外出機会を創出するため、一般タクシー活
用事業を実施する。

②-1．区や自治体、各地区の老人クラブやつどいの場など
において乗り方教室等を開催し、路線の周知を行う。

②-2．GTFSデータ整備による経路検索の方法について、
広報やHP、乗り方教室等を通じて紹介し、バス利用のハー
ドルを下げる取組みを実施する。

④-1．市内出身有名声優による、くるりんばす車内音声案
内事業を継続実施、周知する。

④-2．尾三地区（豊明市、みよし市、長久手市、東郷町、日
進市）広域公共交通推進会議による連携を通じ、バスイベ
ント等の利用促進事業を実施する。

⑤．くるりんばすの路線見直しを実施し、道の駅への乗入を
実現する。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

日進市地域公共交通会議

地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

名鉄バス株式会社

【課題】
①．高齢者の移動需要が回復していない。

②．令和６年４月の路線改正により、路線が複雑化し分か
り辛いものとなっているため、分かり辛さの解消が必要。

③．くるりんばすが地域内の細かな移動需要にまで対応し
ており、結果としてバスの路線・ダイヤが長くなり、運行頻
度の低下等利便性が損なわれている。他交通との役割分
担を行い、公共交通全体の利便性向上が必要。

④．くるりんばすを含めた公共交通の利用者を増加させる
取組みが必要。

【実施した内容】
①．高齢者の利用を促進するため、manacaとマイナンバー
カードを活用したポイント還元による75歳以上くるりんばす
実質無料化事業を実施した。

②-1．区や自治体、各地区の老人クラブやつどいの場など
において乗り方教室等を開催し、路線の周知を行った。

②-2．GTFSデータ整備による経路検索の方法について、
広報やHP、乗り方教室等を通じて紹介し、バス利用のハー
ドルを下げる取組みを実施した。

③-1．自動運転バス、一般タクシー活用事業を実施し、地
域内の少量輸送の移動需要を確認した。バスの路線改正
を含めた公共交通の役割分担のあり方について検討した。

③-2．公共施設の整備状況に合わせた停留所の設置、く
るりんばす路線の改正を検討した。

④-1．市内出身有名声優による、くるりんばす車内音声案
内事業の継続した実施、周知を行い、市内外からの利用者
増加につなげた。

④-2．尾三地区（豊明市、みよし市、長久手市、東郷町、日
進市）広域公共交通推進会議による連携を通じ、バスイベ
ント等の利用促進事業を実施し、広域移動及び各市町の
公共交通網の周知を実施した。

A
事業計画どおりの運行が
実施された（事業者都合に

よる運休なし）。
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（別添１－２）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

■本市の都市構造及び移動需要
・人口94,574人（令和7年12月1日時点）で、名古屋市と豊田市の間に位置する恵まれた地理的条件から住宅都市として発展し続けている。全国的な少子化、人口減少
期にあってなお今後も一定期間は人口増加、維持の傾向が続くと見込まれている。
・市中央の平野部に広がる田園地帯を流れる天白川により北西部と南部、東部が分断されている。
・市北西部の名古屋市・長久手市隣接部分及び市南部の鉄道駅付近の市街化区域並びに主に市東部の市街化調整区域内に点在する昭和40～50年代に丘陵地を切
り開いて開発された地域に主だった住宅地が形成されていることから、いわゆる分散型の都市構造となっている。
・宅地開発の時期の違いにより、地域により高齢化率が階層的に異なっており、運転免許返納等の交通弱者の増加によってこれまで以上に生活の足としての公共交通
への依存度が高まっている地域がある。
・５大学・３高校が立地していることから若年層の市域を超えた移動需要が存在する地域もあるなど、あらゆる年代の多種多様な移動需要が混在する。
・近隣市町に開業した大型ショッピングセンターや、令和4年11月に開園したジブリパークなど、新たな広域的な移動需要にも対応する必要がある。

■計画の策定経緯
・鉄道網として市南部を通る名古屋市営地下鉄鶴舞線及び名古屋鉄道豊田線の３駅並びに市北部地区と隣接する愛知高速交通東部丘陵線の長久手古戦場駅が存
在する。
・鉄道駅は全て市の外縁部に存在しているため、コミュニティバスの交通結節点として設定している市役所が立地する市中心部や各住宅地と鉄道駅を結ぶための公共
交通網の整備が必要不可欠である。
・市の北部地区では路線バスにより住宅地と鉄道駅とが接続されているが、その他の地区では前述の役割を補助路線及びコミュニティバスが担っており、運行本数や
運行経路の観点から必ずしも利便性が高いとは言えず、また、広域的な移動需要にも対応できているとはいえない状態であった。
・これまでコミュニティバスは一律のサービスで展開してきたが、地域特性、移動需要の増加及び変化に伴い、需要と供給が合っていない部分が発生していた。
・上記の現状からあらゆる年代の多種多様な移動需要に対応するためには、地域の移動資源を総動員し、将来にわたって持続可能な公共交通体系を構築することが
必要となった。
・以上のことから、令和４年４月に策定した地域公共交通計画では、幹線機能の強化、幹線に接続する路線や利用者ニーズ・地域特性に応じた持続可能な少量輸送の
検討、乗継利便性の強化等、日進市の公共交通のあるべき姿を定め、今後の公共交通体系の整備につなげていくことを目標としている。
・この目標を達成するため、令和６年４月に日進市地域公共交通利便増進実施計画を策定。市内フィーダー系統の再構築を行い、鉄道や民間バス、路線、近隣市町の
公共交通との接続を考慮した、多様な移動需要に対応する路線網の整備を実施した。

日進市地域公共交通会議

地域間幹線系統確保維持費国庫補助金



（別添１）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行
（航）区間、整備内容等を記載（陸
上交通に係る確保維持事業におい
て、車両減価償却費等及び公有民
営方式車両購入費に係る国庫補助
金の交付を受けている場合、離島
航路に係る確保維持事業において
離島航路構造改革補助（調査検討
の経費を除く。）を受けている場合
は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間において、
前回の事業評価結果をどのように生
活交通確保維持改善計画に反映させ
た上で事業を実施したかを記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に基づく事業が適切
に実施されたかを記載。計
画どおり実施されなかった
場合には、理由等記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達成されたかを、目標ごとに記載。目標・効果が達成できなかった場合には、理由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結
果を生活交通確保維持改善計画にどのように反
映させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず
記載すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

くるりんばす赤池線 B

■目標値達成状況（利用者数）（期間：令和6年10月～令和7年9月）
・路線別：目標値67,891人－結果51,175人（達成率75.4％）
・フィーダー系統合計：目標値260,781人－結果182,058人（達成率69.8％）
■分析
本路線は赤池や藤塚、南ケ丘といった住宅地と赤池駅との接続による通勤・通学での利用や、おりど病院等の医療機関、プライムツリー赤池等の商業施
設との接続による通院、買い物等での利用など、地域の移動手段として重要な役割を担っている路線である。
改正により朝夕便における赤池駅と住宅地の接続性の強化、昼間帯における双方向対応による利便性の向上を図り、内容について広報やHPでの周
知、路線図時刻表の全戸配布、学生定期の値下げを含めた沿線上の高校への案内等を実施した。全線利用対象となる定期について、学生定期は対前
年比1.4倍（発行件数38件）と増加したが、通勤定期については対前年比0.8倍（発行件数30件）と減少した。また、本路線の主な利用者である高齢者の利
用についてはコロナ以降移動需要が回復していないことに加え、改正の周知が不十分であること、改正により路線が複雑化し分かり辛くなったことから利
用に繋がっていないと考えられ、目標未達成となった。

くるりんばす米野木線 B

■目標値達成状況（利用者数）（期間：令和6年10月～令和7年9月））
・路線別：目標値29,229人－結果20,929人（達成率71.6％）
■分析
本路線は日東東山や日進団地といった住宅地と日進駅、米野木駅との接続による通勤・通学での利用や、おりど病院や日進駅周辺の医療機関、日進駅
及び米野木駅周辺の商業施設との接続による通院、買い物等での利用など、地域の移動手段として重要な役割を担っている路線である。
改正により朝夕便における日進駅、米野木駅と住宅地の接続性の強化、昼間帯において医療機関、市民会館を新たに経由する双方向対応による利便
性の向上を図り、内容について広報やHPでの周知、路線図時刻表の全戸配布を実施した。しかし、本路線の主な利用者である高齢者の利用について、
コロナ以降移動需要が回復していないことに加え、改正の周知が不十分であること、改正により路線が複雑化し分かり辛くなったことから利用に繋がって
いないと考えられ、目標未達成となった。

くるりんばす三本木線 B

■目標値達成状況（利用者数）（期間：令和6年10月～令和7年9月））
路線別：目標値33,804人－結果26,539人（達成率78.5％）
■分析
本路線は日進高校、名古屋商科大学と米野木駅との接続による通学利用、日進ニュータウンや三ケ峯といった住宅地と米野木駅との接続による通勤・
通学での利用、愛知国際病院等の医療機関や米野木駅周辺の商業施設との接続による通院、買い物等での利用など、地域の移動手段として重要な役
割を担っている路線である。
改正により、朝夕便における米野木駅と住宅地・大学・高校の接続性の強化や昼間帯における愛知国際病院への乗り入れによる利便性の向上を図り、
内容について広報やHPでの周知、路線図時刻表の全戸配布を実施した。学生利用率が他路線と比較し高いと考えられ、学生定期の増加により達成率と
しては最も高くなったが、本路線の主な利用者である高齢者の利用について、コロナ以降移動需要が回復していないことに加え、改正の周知が不十分で
あること、改正により路線が複雑化し分かり辛くなったことから利用に繋がっていないと考えられ、目標未達成となった。

くるりんばす梅森線 B

■目標値達成状況（利用者数）（期間：令和6年10月～令和7年9月））
路線別：目標値24,717人－結果12,463人（達成率50.4％）
■分析
本路線は香久山や梅森台といった住宅地と赤池駅との接続による通勤・通学での利用や、沿線の医療機関やMio香久山等の商業施設との接続による通
院、買い物等での利用など、地域の移動手段として重要な役割を担っている路線である。
改正により、新たな住宅地の経由や朝夕便における赤池駅と住宅地の接続性の強化、昼間帯における赤池駅ロータリーへの乗り入れ及び双方向対応
による利便性の向上を図り、内容について広報やHPでの周知、路線図時刻表の全戸配布を実施した。しかし、改正に伴う平針駅近郊のバス停の廃止に
よる利用者の減少や、本路線の主な利用者である高齢者の利用について、コロナ以降移動需要が回復していないことに加え、改正の周知が不十分であ
ること、改正により路線が複雑化し分かり辛くなったことから利用に繋がっていないと考えられ、目標未達成となった。

くるりんばす五色園線 B

■目標値達成状況（利用者数）（期間：令和6年10月～令和7年9月））
路線別：目標値31,627人－結果21,080人（達成率66.7％）
■分析
本路線は五色園や藤島といった住宅地と長久手古戦場駅との接続による通勤・通学での利用や、長久手古戦場駅での乗継による通院やイオン等での
買い物利用など、地域の移動手段として重要な役割を担っている路線である。
改正により、新たに米野木駅と住宅地の接続による利便性の向上を図り、内容について広報やHPでの周知、路線図時刻表の全戸配布を実施した。しか
し、長久手古戦場駅と住宅地との往復性の低下や、本路線の主な利用者である高齢者の利用について、コロナ以降移動需要が回復していないことに加
え、改正の周知が不十分であること、改正により路線が複雑化し分かり辛くなったことから利用に繋がっていないと考えられ、目標未達成となった。

くるりんばす岩崎線 B

■目標値達成状況（利用者数）（期間：令和6年10月～令和7年9月））
路線別：目標値31,985人－結果24,664人（達成率77.1％）
■分析
本路線は岩崎台や竹の山、御岳といった住宅地と日進駅との接続による通勤・通学での利用や、アオキスーパーや平和堂等の商業施設との接続による
買い物等での利用など、地域の移動手段として重要な役割を担っている路線である。
改正により、新たに朝夕便において日進駅と住宅地の接続による利便性の向上、昼間帯における双方向対応による利便性の向上を図り、内容について
広報やHPでの周知、路線図時刻表の全戸配布を実施した。しかし、日進駅接続に関する周知が不十分であること、また昼間帯のおける主な利用者であ
る高齢者の利用について、コロナ以降移動需要が回復していないことに加え、改正により路線が複雑化し分かり辛くなったことから利用に繋がっていない
と考えられ、目標未達成となった。

くるりんばす循環線 B

■目標値達成状況（利用者数）（期間：令和6年10月～令和7年9月））
路線別：目標値41,528人－結果25,208人（達成率60.7％）
■分析
本路線は日生東山等の住宅地と日進駅との接続による通勤・通学での利用や、市民会館等の公共施設への移動、おりど病院等の通院利用など、地域
の移動手段として重要な役割を担っている路線である。
改正により、新たな住宅地の経由や双方向対応による利便性の向上を図り、内容について広報やHPでの周知、路線図時刻表の全戸配布を実施した。し
かし、運行キロの増加に伴う運賃体系の見直し（100円→200円）による利用者の減少に加え、本路線の主な利用者である高齢者の利用について、コロナ
以降移動需要が回復していないことに加え、改正の周知が不十分であること、改正により路線が複雑化し分かり辛くなったことから利用に繋がっていない
と考えられ、目標未達成となった。

日進市地域公共交通
会議

【課題】
①．高齢者の移動需要が回復してい
ない。

②．令和６年４月の路線改正により、
路線が複雑化し分かり辛いものとなっ
ているため、分かり辛さの解消が必
要。

③．くるりんばすが地域内の細かな移
動需要にまで対応しており、結果とし
てバスの路線・ダイヤが長くなり、運行
頻度の低下等利便性が損なわれてい
る。他交通との役割分担を行い、公共
交通全体の利便性向上が必要。

④．くるりんばすを含めた公共交通の
利用者を増加させる取組みが必要。

【実施した内容】
①．高齢者の利用を促進するため、
manacaとマイナンバーカードを活用し
たポイント還元による75歳以上くるりん
ばす実質無料化事業を実施した。

②-1．区や自治体、各地区の老人クラ
ブやつどいの場などにおいて乗り方教
室等を開催し、路線の周知を行った。

②-2．GTFSデータ整備による経路検
索の方法について、広報やHP、乗り方
教室等を通じて紹介し、バス利用の
ハードルを下げる取組みを実施した。

③-1．自動運転バス、一般タクシー活
用事業を実施し、地域内の少量輸送
の移動需要を確認した。バスの路線改
正を含めた公共交通の役割分担のあ
り方について検討した。

③-2．公共施設の整備状況に合わせ
た停留所の設置、くるりんばす路線の
改正を検討した。

④-1．市内出身有名声優による、くる
りんばす車内音声案内事業の継続し
た実施、周知を行い、市内外からの利
用者増加につなげた。

④-2．尾三地区（豊明市、みよし市、長
久手市、東郷町、日進市）広域公共交
通推進会議による連携を通じ、バスイ
ベント等の利用促進事業を実施し、広
域移動及び各市町の公共交通網の周
知を実施した。

A
事業計画どおりの運行が実
施された（事業者都合によ

る運休なし）。

【課題】

①．高齢者の移動需要が回復してい
ない。
②．複雑化した路線を利用者に分かり
やすいよう周知することが必要。

③．くるりんばすが地域内の細かな移
動需要にまで対応しており、結果とし
てバスの路線・ダイヤが長くなり、運行
頻度の低下等利便性が損なわれてい
る。他交通との役割分担を行い、公共
交通全体の利便性向上が必要。

④．くるりんばすを含めた公共交通の
利用者を増加させる取組みが必要。

⑤.新しく開駅した道の駅への移動ニー
ズを満たす必要がある。

【改善策（継続実施を含む）】
①-1．高齢者の利用を促進するため、
manacaとマイナンバーカードを活用し
たポイント還元による75歳以上くるりん
ばす実質無料化事業を継続的に実施
する。

①-2．高齢者の外出機会を創出する
ため、一般タクシー活用事業を実施す
る。

②-1．区や自治体、各地区の老人クラ
ブやつどいの場などにおいて乗り方教
室等を開催し、路線の周知を行う。

②-2．GTFSデータ整備による経路検
索の方法について、広報やHP、乗り方
教室等を通じて紹介し、バス利用の
ハードルを下げる取組みを実施する。

④-1．市内出身有名声優による、くる
りんばす車内音声案内事業を継続実
施、周知する。

④-2．尾三地区（豊明市、みよし市、長
久手市、東郷町、日進市）広域公共交
通推進会議による連携を通じ、バスイ
ベント等の利用促進事業を実施する。

⑤．くるりんばすの路線見直しを実施
し、道の駅への乗入を実現する。

日進市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

1/2



（別添１－２）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

日進市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

■本市の都市構造及び移動需要
・人口94,574人（令和7年12月1日時点）で、名古屋市と豊田市の間に位置する恵まれた地理的条件から住宅都市として発展し続けている。全国的な少子化、人口減少
期にあってなお今後も一定期間は人口増加、維持の傾向が続くと見込まれている。
・市中央の平野部に広がる田園地帯を流れる天白川により北西部と南部、東部が分断されている。
・市北西部の名古屋市・長久手市隣接部分及び市南部の鉄道駅付近の市街化区域並びに主に市東部の市街化調整区域内に点在する昭和40～50年代に丘陵地を切
り開いて開発された地域に主だった住宅地が形成されていることから、いわゆる分散型の都市構造となっている。
・宅地開発の時期の違いにより、地域により高齢化率が階層的に異なっており、運転免許返納等の交通弱者の増加によってこれまで以上に生活の足としての公共交通
への依存度が高まっている地域がある。
・５大学・３高校が立地していることから若年層の市域を超えた移動需要が存在する地域もあるなど、あらゆる年代の多種多様な移動需要が混在する。
・近隣市町に開業した大型ショッピングセンターや、令和4年11月に開園したジブリパークなど、新たな広域的な移動需要にも対応する必要がある。

■計画の策定経緯
・鉄道網として市南部を通る名古屋市営地下鉄鶴舞線及び名古屋鉄道豊田線の３駅並びに市北部地区と隣接する愛知高速交通東部丘陵線の長久手古戦場駅が存
在する。
・鉄道駅は全て市の外縁部に存在しているため、コミュニティバスの交通結節点として設定している市役所が立地する市中心部や各住宅地と鉄道駅を結ぶための公共
交通網の整備が必要不可欠である。
・市の北部地区では路線バスにより住宅地と鉄道駅とが接続されているが、その他の地区では前述の役割を補助路線及びコミュニティバスが担っており、運行本数や
運行経路の観点から必ずしも利便性が高いとは言えず、また、広域的な移動需要にも対応できているとはいえない状態であった。
・これまでコミュニティバスは一律のサービスで展開してきたが、地域特性、移動需要の増加及び変化に伴い、需要と供給が合っていない部分が発生していた。
・上記の現状からあらゆる年代の多種多様な移動需要に対応するためには、地域の移動資源を総動員し、将来にわたって持続可能な公共交通体系を構築することが
必要となった。
・以上のことから、令和４年４月に策定した地域公共交通計画では、幹線機能の強化、幹線に接続する路線や利用者ニーズ・地域特性に応じた持続可能な少量輸送の
検討、乗継利便性の強化等、日進市の公共交通のあるべき姿を定め、今後の公共交通体系の整備につなげていくことを目標としている。
・この目標を達成するため、令和６年４月に日進市地域公共交通利便増進実施計画を策定。市内フィーダー系統の再構築を行い、鉄道や民間バス、路線、近隣市町の
公共交通との接続を考慮した、多様な移動需要に対応する路線網の整備を実施した。



（別添１）

令和　　年　　月　　日

協議会名：日進市地域公共交通会議

①事業の結果概要
③事業の今後の改善点
（特記事項含む）

【事業内容及び結果概要を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【事業が適切に実施された（されている）かを記載。適切
に実施されなかった（されていない）場合には、実施され
なかった事項及び理由等記載】

【事業の今後の改善点として、取組内容・関係者それぞれが果たす
べき役割等を記載。】

１．総合公共交通ガイドの作成
２．公共交通マップの作成
３．ポケット版時刻表の作成
５．.バス停留所時刻表の作成

令和７年１０月の路線見直しに合わせて事業を実施した。

４.定期券の作成

現在執行中。期限までに執行完了予定である。

全て適切に実施されている。

総合公共交通ガイド・公共交通マップのの作成に当たっては、掲載
内容が多岐に渡るため、確認に時間を要した。今後は、関係者との
定期的な情報共有を行うことが重要であることから、そうした機会設
定を進める。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画推進に係る事業）

②事業実施の適切性



（別添１）

令和　　年　　月　　日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

日進市地域公共交通会議

地域公共交通利便増進事業（利便増進計画推進事業）

■本市の都市構造及び移動需要
・人口94,574人（令和7年12月1日時点）で、名古屋市と豊田市の間に位置する恵まれた地理的条件から住宅都市として発展し続けている。全国的な少子化、人口減少
期にあってなお今後も一定期間は人口増加、維持の傾向が続くと見込まれている。
・市中央の平野部に広がる田園地帯を流れる天白川により北西部と南部、東部が分断されている。
・市北西部の名古屋市・長久手市隣接部分及び市南部の鉄道駅付近の市街化区域並びに主に市東部の市街化調整区域内に点在する昭和40～50年代に丘陵地を切
り開いて開発された地域に主だった住宅地が形成されていることから、いわゆる分散型の都市構造となっている。
・宅地開発の時期の違いにより、地域により高齢化率が階層的に異なっており、運転免許返納等の交通弱者の増加によってこれまで以上に生活の足としての公共交通
への依存度が高まっている地域がある。
・５大学・３高校が立地していることから若年層の市域を超えた移動需要が存在する地域もあるなど、あらゆる年代の多種多様な移動需要が混在する。
・近隣市町に開業した大型ショッピングセンターや、令和4年11月に開園したジブリパークなど、新たな広域的な移動需要にも対応する必要がある。

■計画の策定経緯
・鉄道網として市南部を通る名古屋市営地下鉄鶴舞線及び名古屋鉄道豊田線の３駅並びに市北部地区と隣接する愛知高速交通東部丘陵線の長久手古戦場駅が存在
する。
・鉄道駅は全て市の外縁部に存在しているため、コミュニティバスの交通結節点として設定している市役所が立地する市中心部や各住宅地と鉄道駅を結ぶための公共
交通網の整備が必要不可欠である。
・市の北部地区では路線バスにより住宅地と鉄道駅とが接続されているが、その他の地区では前述の役割を補助路線及びコミュニティバスが担っており、運行本数や運
行経路の観点から必ずしも利便性が高いとは言えず、また、広域的な移動需要にも対応できているとはいえない状態であった。
・これまでコミュニティバスは一律のサービスで展開してきたが、地域特性、移動需要の増加及び変化に伴い、需要と供給が合っていない部分が発生していた。
・上記の現状からあらゆる年代の多種多様な移動需要に対応するためには、地域の移動資源を総動員し、将来にわたって持続可能な公共交通体系を構築することが
必要となった。
・以上のことから、令和４年４月に策定した地域公共交通計画では、幹線機能の強化、幹線に接続する路線や利用者ニーズ・地域特性に応じた持続可能な少量輸送の
検討、乗継利便性の強化等、日進市の公共交通のあるべき姿を定め、今後の公共交通体系の整備につなげていくことを目標としている。
・この目標を達成するため、令和６年４月に日進市地域公共交通利便増進実施計画を策定。市内フィーダー系統の再構築を行い、鉄道や民間バス、路線、近隣市町の
公共交通との接続を考慮した、多様な移動需要に対応する路線網の整備を実施した。

■事業実施の目的・必要性
・計画目標達成に向けて、利用者数の増加を目的として、路線改正後の新路線・ダイヤを周知するために実施したもの。


